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１ 調査の実施 

 

（１）調査の目的 

大竹・栗谷線バス、坂上線バス、こいこいバスの利用実態や問題等の把握を目的に、それぞれの利

用者を対象にアンケート調査を実施した。 

 

（２）調査の設計 

①調査対象 

大竹・栗谷線バス、坂上線バス、こいこいバスの利用者 

 

②調査方法・期間 

○大竹・栗谷線バス、坂上線バス 

・9/30（月）～10/13（日）に、調査票を車内に配置して利用者自身で受け取る 

・回収は、郵送・ＷＥＢまたは回収箱（バス車内・市役所・各支所に設置） 

・11/25（月）、11/26（火）に、調査員が車内で聞き取り、アンケート調査に記入 

○こいこいバス 

・9/30（月）、10/1（火）、10/2（水）に、調査員が車内で調査票を手渡し配布 

・10/3（木）～10/13（日）に、調査票を車内に配置して利用者自身で受け取る 

・回収は、郵送・ＷＥＢまたは回収箱（バス車内・市役所・各支所に設置） 

 

③主な調査項目 

○回答者の属性（性別、年齢、居住地域など） 

○普段の利用状況 

○満足度 

○今後の利用意向 

○意見や要望 
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（３）調査票の配布・回収状況 

表 配布件数・有効回答件数 

路 線 名 配布件数 (件) 
有効回答 

回収数(件) 回収率(％) 

大竹・栗谷線バス 43 21 48.8 

坂上線バス 60 52 86.7 

こいこいバス 543 245 45.1 

＊大竹・栗谷線バス、坂上線バスの配布件数には聞き取り件数含む 

 

 

（４）本報告書の数値の取り扱い等 

 

○図中の「Ｎ」は集計対象者数を示し、各選択肢の回答比率は「Ｎ」を集計母数として算出した。 

○比率はすべて、各設問の不明・無回答を含む集計対象者数（副問では当該設問回答対象者数）に

対する百分率（％）を表している。１人の対象者に２つ以上の回答を求める設問（複数回答設問）

では、百分率（％）の合計は、100.0％を超える場合がある。 

○百分率（％）は小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示した。１つだけ回答を求める設

問（単数回答設問）では、四捨五入の関係上各選択肢の百分率（％）の合計が100.0％にならない

場合がある。 

○２つの選択肢を集約した場合（「非常に満足」と「満足」を合計した『満足』など）は、当該選択

肢の回答数の合計から割合を算出しているため、グラフに示した選択肢ごとに算出した割合の合

計と一致しない場合がある。 

○本文や図表中の選択肢表記は、語句を簡略化している場合がある。 
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２ アンケート調査結果 ＜大竹・栗谷線バス＞ 

 

質問１ 回答者（大竹・栗谷線バス利用者）の属性 

①性別・年齢 ＜大竹・栗谷線バス＞ 

○性別は、「女性」が76.2％、「男性」が23.8％となっており、圧倒的に女性の割合が高い。 

○年齢は、「70歳代」が33.3％で最も多く、次いで「80歳以上」が23.8％となっており、70歳以

上が約57％を占めている。 

○50歳代以下の利用者も一定数おり、幅広い年齢層で利用されている。 

 
図 性別＜大竹・栗谷線バス＞ 図 年齢＜大竹・栗谷線バス＞ 

 

②世帯構成・職業 ＜大竹・栗谷線バス＞ 

○世帯構成は、「ひとり暮らし」が38.1％で最も多く、次いで「夫婦のみ」と「二世代」が同率（28.6％）

となっている。 

○職業は、「無職」が42.9％で最も多く、次いで「専業主婦・主夫」が28.6％となっている。 

 
図 世帯構成＜大竹・栗谷線バス＞ 図 職業＜大竹・栗谷線バス＞ 

  

男性
23.8%

女性
76.2%

不明・無回答
0.0%

N=21

19歳以下, 0.0%

20歳代, 4.8%
30歳代, 0.0%

40歳代, 4.8%

50歳代
19.0%

60歳代
14.3%

70歳代
33.3%

80歳以上
23.8%

不明・無回答
0.0%

N=21

ひとり暮らし
38.1%

夫婦のみ
28.6%

二世代

（親と子）
28.6%

三世代

（親と子と孫）

4.8%

その他
0.0%

不明・無回答
0.0%

N=21

会社員・

公務員
9.5%

自営業・自由業
0.0%

専業主婦・主夫
28.6%

小学生, 0.0%
中学生, 0.0%
高校生, 0.0%

大学生・専門学校生

4.8%

アルバイト・

パート

9.5%

無職
42.9%

その他
0.0%

不明・無回答
4.8%

N=21
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③居住地域 ＜大竹・栗谷線バス＞ 

○居住地域は、大竹市に住む方が約８割を占めている。市内の地域別では「栗谷地域」（8件）が最も多

く、次いで「玖波地域」（7件）となっている。 

 

  

図 居住地＜大竹・栗谷線バス＞ 

 

表 居住地（詳細）＜大竹・栗谷線バス＞ 

地域区分 地区 件数 

栗谷地域 

栗谷町後谷 2 

栗谷町大栗林 2 

栗谷町（地区不明） 4 

玖波地域 
松ケ原町 5 

玖波町 2 

小方地域 
立戸 1 

御幸町 1 

（大竹市外） 
広島市 3 

廿日市市 1 

合 計 21 

 

  

大竹地域（西）, 0.0%
大竹地域（東）, 0.0%

小方地域
9.5%

玖波地域
33.3%

小瀬川沿岸地域
0.0%

栗谷地域
38.1%

大竹市外
19.0%

不明・無回答
0.0%

N=21

市内
81.0%

※阿多田島は小方地域に含む 
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④運転免許の保有状況 ＜大竹・栗谷線バス＞ 

○運転免許は、「持っていない」が42.9％で最も多く、「返納した」（23.8％）と合わせると約67％が

運転免許を保有していない。 

 

 
図 運転免許の保有状況＜大竹・栗谷線バス＞ 

 

⑤自家用車の保有状況 ＜大竹・栗谷線バス＞ 

○自動車の保有状況は、「自家用車はない」が57.1%で最も多く、過半数を占めている。 

 

 
図 自家用車の保有状況＜大竹・栗谷線バス＞ 

  

33.3

0.0

0.0

42.9

23.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許

二輪免許

原付免許

持っていない

返納した

不明・無回答 N=21

（複数回答）

免許あり
33.3%

免許なし
66.7%

9.5

33.3

57.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

主に自分が使う自家用車がある

主に家族が使う自家用車がある

自家用車はない

不明・無回答 N=21

（複数回答）

自家用あり
42.9%
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質問２ 普段の大竹・栗谷線バスの利用について 

①大竹・栗谷線バスの利用頻度 

質問２①「大竹・栗谷線」をどの程度利用しますか。（１つに○） 

○「月２～３日」が 38.1％で最も多く、次いで「週に１～２日」が 23.8％となっている。『週１日以

上』（「概ね毎日」～「週に１～２日」の合計）利用している人は約33％となっている。 

○平成30年調査と比べると、『週１日以上』の割合が 4.2 ポイント減少している。 

 
図 大竹・栗谷線バスの利用頻度 

 

 
図 大竹・栗谷線バスの利用頻度［経年比較］ 

  

概ね毎日

4.8%
週３～４日

4.8%

週１～２日
23.8%

月２～３日
38.1%

月に

１日程度

4.8%

年に数日

程度

9.5%

その他
9.5%

不明・無回答
4.8%

N=21

週１日

以上
33.3%

4.8

9.4

4.8

9.4

23.8

18.8

38.1

31.3

4.8

0.0

9.5

25.0

9.5

6.3

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 (N= 21)

平成30(2018)年調査

(N= 32)

概ね毎日 週３～４日 週１～２日 月２～３日 月に１日程度

年に数日程度 その他 不明・無回答

経
年
比
較

週1日
以上

33.3%

37.5%
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②大竹・栗谷線バスの主な利用目的 

質問２②「大竹・栗谷線」を利用するときの主な目的は何ですか。（２つまでに○） 

○「買い物」と「通院・看護」が同率（42.9％）で最も多く、次いで「登山・山歩き」が14.3％とな

っている。 

 
図 大竹・栗谷線バスの主な利用目的 

 

  

42.9

42.9

4.8

4.8

9.5

0.0

9.5

14.3

0.0

4.8

4.8

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物

通院・看護

通勤

通学

業務・出張

趣味・娯楽

飲食

登山・山歩き

市役所・図書館・公民館等の利用

金融機関の利用

その他

不明・無回答 N=21

（２つ以内で複数回答）
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③大竹・栗谷線バスを利用してよく訪れる目的地（複数回答） 

質問２③「大竹・栗谷線」を利用して、訪れる目的地（行き先）はどこですか。（１箇所だけ） 

※鉄道に乗り継いで目的地へ行く方は、「大竹駅」、「玖波駅」のいずれかをお書きください。 

○目的地は「玖波駅」が最も多く、40％を占めている。次いで、「ゆめタウン大竹」が多い。 

 

図 大竹・栗谷線バスを利用してよく訪れる主な目的地 

主な目的地 回答数 （割合） 

玖波駅 8 40.0% 

ゆめタウン大竹 3 15.0% 

大竹駅 2 10.0% 

その他(回答が 1件のもの) 7 35.0% 

合計（回答者数） 20 100.0% 

 

④大竹・栗谷線バスで利用の多いバス停 

質問２④どこの「バス停」から、どこの「バス停」までの利用が多いですか。（記述回答） 

○自宅に近いバス停は、「玖波駅」「杉の原」「下松が原」「蛇喰口」「大三郎口」がそれぞれ２件となって

いる。 

○行き先に近いバス停は、「玖波駅」が最も多く、約 43％を占めている。 

 

表 利用の多いバス停（2件以上）＜大竹・栗谷線バス＞ 

自宅に近い方のバス停名 回答数 （割合）  行き先に近い方のバス停名 回答数 （割合） 

玖波駅 2 9.5%  玖波駅 9 42.9% 

杉の原 2 9.5%  大竹駅 3 14.3% 

下松が原 2 9.5%     

蛇喰口 2 9.5%     

大三郎口 2 9.5%     

その他(回答が 1件のもの) 6 28.6%  その他(回答が 1件のもの) 6 28.6% 

不明・無回答 5 23.8%  不明・無回答 3 14.3% 

合計（回答者数） 21 100.0%  合計（回答者数） 21 100.0% 

※2件以上のみバス停名を表示 

 

  



- 10 - 

⑤自宅から大竹・栗谷線バスの最寄りバス停までの距離 

質問２⑤ご自宅から、最寄りの「大竹・栗谷線」のバス停までの距離は？（１つに○） 

○「おおよそ徒歩で３分以内」が38.1％で最も多く、次いで「おおよそ徒歩で 10分以内」が23.8％

となっており、利用者の約 76％は徒歩で10分以内の居住者となっている。 

 
図 自宅から最寄りバス停までの距離＜大竹・栗谷線バス＞ 

 

⑥今後の大竹・栗谷線バスの利用意向 

質問２⑥今後も、「大竹・栗谷線」を利用しますか。（１つに○） 

○「つづけて利用する」が 90.5％で最も多く、9割以上が今後も利用の意向を示している。 

  
図 今後の大竹・栗谷線バスの利用意向 

  

おおよそ徒歩で

３分以内
38.1%

おおよそ

徒歩で

５分以内
14.3%

おおよそ徒歩で

10分以内
23.8%

おおよそ徒歩で

20分以内

9.5%

おおよそ徒歩で

30分以内
0.0%

徒歩だと30分を超える

4.8%

不明・

無回答
9.5%

N=21

つづけて

利用する
90.5%

たぶん利用が減る

4.8%

たぶん利用しなくなる

0.0%
不明・無回答

4.8%

N=21

※「利用が減る」は 

１人。 

理由は市外居住

者が（登山・山歩

き目的）初めて

利用したため。 
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質問３ 大竹・栗谷線バスの満足度などについて 

①大竹・栗谷線バスの満足度 

質問３①「大竹・栗谷線」の満足度について教えてください。（１つに○） 

○大竹・栗谷線バスの満足度は、『満足』（「非常に満足」と「満足」の合計）割合は約57％となっており、

『不満』（「不満」と「非常に不満」の合計）の割合を大きく上回っている。 

○平成 30 年調査と比較すると、『満足』が 36.7 ポイント減少し、「どちらともいえない」が 27 ポイ

ント増加している。 

 
図 大竹・栗谷線バスの総合的な満足度 

 

 
図 大竹・栗谷線バスの満足度［経年比較］ 

 

②大竹・栗谷線バスへの不満や要望 

質問３②「大竹・栗谷線」を不満に思う内容やご要望などがあれば、具体的にご記入ください。 

○10名のうち６名から存続を希望する意見があげられた。 

 

［要望や意見（複数回答）］ 

○不満なし、存続を希望 ６件 

○増便の要望 ２件 

○その他 ２件 （デマンド型乗合タクシーの導入要望、高齢者優待割引の導入要望） 

  

非常に満足
19.0%

満足
38.1%

どちらとも

いえない
33.3%

不満

4.8%

非常に不満

0.0%
不明・

無回答
4.8%

N=21

満足
57.1%

不満
4.8%

19.0

53.1

38.1

40.6

33.3

6.3

4.8

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 (N= 21)

平成30(2018)年調査

(N= 32)

非常に満足 満足 どちらともいえない 不満 非常に不満 不明・無回答

経
年
比
較

満足 不満

57.1% 4.8%

93.8% 0.0%
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３ アンケート調査結果 ＜坂上線バス＞ 

 

質問１ 回答者（坂上線バス利用者）の属性 

①性別・年齢 ＜坂上線バス＞ 

○性別は、「女性」が73.1％、「男性」が26.9％となっており、圧倒的に女性の割合が高い。 

○年齢は、「70歳代」が36.5％で最も多く、次いで「60歳代」が23.1％となっており、60歳代以

上が約65％を占めている。 

○50歳代以下の利用者も一定数おり、幅広い年齢層で利用されている。 

 
図 性別＜坂上線バス＞ 図 年齢＜坂上線バス＞ 

 

②世帯構成・職業 ＜坂上線バス＞ 

○世帯構成は、「二世代」が 38.5％で最も多く、次いで「ひとり暮らし」と「夫婦のみ」が同率（25.0％）

となっている。 

○職業は、「無職」が34.6％で最も多く、次いで「専業主婦・主夫」が 26.9％となっている。 

 
図 世帯構成＜坂上線バス＞ 図 職業＜坂上線バス＞ 

  

男性
26.9%

女性
73.1%

不明・無回答
0.0%

N=52

19歳以下
17.3%

20歳代
0.0%

30歳代
0.0%

40歳代

1.9%

50歳代
15.4%

60歳代
23.1%

70歳代
36.5%

80歳以上

5.8%

不明・無回答
0.0%

N=52

ひとり暮らし
25.0%

夫婦のみ
25.0%

二世代

（親と子）
38.5%

三世代

（親と子と孫）

9.6%

その他
1.9%

不明・無回答
0.0%

N=52

会社員・

公務員
11.5%

自営業・

自由業

1.9%

専業主婦・主夫
26.9%

小学生
0.0%

中学生

1.9%

高校生
15.4%

大学生・専門学校生
0.0%

アルバイト・

パート

7.7%

無職
34.6%

その他, 0.0% 不明・無回答, 0.0%

N=52
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③居住地域 ＜坂上線バス＞ 

○居住地域は、大竹市外に住む方が約 64％を占めている。市内の地域別では「小瀬川沿岸地域」（10

件）が最も多く、次いで「大竹地域(西)」（８件）となっている。 

 

  

図 居住地＜坂上線バス＞ 

 

表 居住地（詳細）＜坂上線バス＞ 

地域区分 地区 件数 

小瀬川沿岸地域 

木野 8 

防鹿 1 

比作 1 

大竹地域(西) 元町 3 

本町 2 

白石 2 

新町 1 

玖波地域 玖波 1 

（大竹市外） 

岩国市 27 

広島市 4 

廿日市市 1 

東広島市 1 

合 計 52 

 

  

大竹地域（西）
15.4%

大竹地域（東）
0.0%

小方地域
0.0%

玖波地域

1.9%

小瀬川沿岸

地域
19.2%

栗谷地域
0.0%

大竹市外
63.5%

不明・無回答
0.0%

N=52

市内
36.5%

※阿多田島は小方地域に含む 
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④運転免許の保有状況 ＜坂上線バス＞ 

○運転免許は、「持っていない」が55.8％で最も多く、「返納した」（17.3％）と合わせると約73％が

運転免許を保有していない。 

 

 
図 運転免許の保有状況＜坂上線バス＞ 

 

⑤自家用車の保有状況 ＜坂上線バス＞ 

○自動車の保有状況は、「自家用車はない」が53.8%で最も多く、過半数を占めている。 

 

 
図 自家用車の保有状況＜坂上線バス＞ 

  

25.0

0.0

1.9

55.8

17.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自動車運転免許

二輪免許

原付免許

持っていない

返納した

不明・無回答 N=52

（複数回答）

免許あり
26.9%

免許なし
73.1%

7.7

38.5

53.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

主に自分が使う自家用車がある

主に家族が使う自家用車がある

自家用車はない

不明・無回答 N=52

（複数回答）

自家用あり
46.2%
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質問２ 普段の坂上線バスの利用について 

①坂上線バスの利用頻度 

質問２①「坂上線」をどの程度利用しますか。（１つに○） 

○「月２～３日」が28.8％で最も多く、以下「週に１～２日」（25.0％）、「週３～４日」（21.2％）と

続いている。『週１日以上』（「概ね毎日」～「週に１～２日」の合計）利用している人は約60％となって

いる。 

○平成30年調査と比べると、『週１日以上』の割合が 7.1 ポイント減少している。 

 
図 坂上線バスの利用頻度 

 

 
図 坂上線バスの利用頻度［経年比較］ 

  

概ね毎日
13.5%

週３～４日
21.2%

週１～２日
25.0%

月２～３日
28.8%

月に１日程度

7.7%

年に数日程度
0.0%

その他, 3.8% 不明・無回答, 0.0%

N=52

週１日

以上
59.6%

13.5

17.3

21.2

13.3

25.0

36.0

28.8

14.7

7.7

6.7 5.3

3.8

2.7

0.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 (N= 52)

平成30(2018)年調査

(N= 75)

概ね毎日 週３～４日 週１～２日 月２～３日 月に１日程度

年に数日程度 その他 不明・無回答

経
年
比
較

週1日
以上

59.6%

66.7%
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②坂上線バスの主な利用目的 

質問２②「坂上線」を利用するときの主な目的は何ですか。（２つまでに○） 

○「買い物」が48.1％で最も多く、次いで「通院・看護」が 42.3％となっている。 

 
図 坂上線バスの主な利用目的 

 

  

48.1

42.3

19.2

17.3

0.0

1.9

0.0

0.0

1.9

0.0

9.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物

通院・看護

通勤

通学

業務・出張

趣味・娯楽

飲食

登山・山歩き

市役所・図書館・公民館等の利用

金融機関の利用

その他

不明・無回答 N=52

（２つ以内で複数回答）
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③坂上線バスを利用してよく訪れる目的地（複数回答） 

質問２③「坂上線」を利用して、訪れる目的地（行き先）はどこですか。（１箇所だけ） 

※鉄道に乗り継いで目的地へ行く方は、「大竹駅」、「玖波駅」のいずれかをお書きください。 

○目的地は「大竹駅」が最も多く、約58％を占めている。次いで、「ゆめタウン大竹」が多い。 

 
図 坂上線バスを利用してよく訪れる主な目的地 

主な目的地 回答数 （割合） 

大竹駅 30 57.7% 

ゆめタウン大竹 6 11.5% 

岩国市 4 7.7% 

サンマート美和店 2 3.8% 

大竹小学校 2 3.8% 

その他(回答が 1件のもの) 8 15.4% 

合計（回答者数） 52 100.0% 

 

④坂上線バスで利用の多いバス停 

質問２④どこの「バス停」から、どこの「バス停」までの利用が多いですか。（記述回答） 

○自宅に近いバス停は、「中津原」（８件）が最も多く、以下「大竹駅」（７件）、「上佐坂」（５件）と続

いている。 

○行き先に近いバス停は、「大竹駅」が最も多く、約 65％を占めている。 

 
表 利用の多いバス停（2件以上）＜坂上線バス＞ 

自宅に近い方のバス停名 回答数 （割合）  行き先に近い方のバス停名 回答数 （割合） 

中津原 8  15.4%  大竹駅 34  65.4% 

大竹駅 7  13.5%  大竹小学校 3  5.8% 

上佐坂 5  9.6%  大和橋 3  5.8% 

鮎谷 4  7.7%  名坪 3  5.8% 

大竹小学校 3  5.8%  鮎谷 2  3.8% 

大竹中町 2  3.8%     

大竹上市 2  3.8%     

下中津原 2  3.8%     

前渕渡 2  3.8%     

小川津橋 2  3.8%     

日光寺山団地 2  3.8%     

下佐坂 2  3.8%     

下迫 2  3.8%     

その他(回答が 1件のもの) 9 17.3%  その他(回答が 1件のもの) 7 13.5% 

合計（回答者数） 52 100.0%  合計（回答者数） 52 100.0% 

※2件以上のみバス停名を表示  
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⑤自宅から坂上線バスの最寄りバス停までの距離 

質問２⑤ご自宅から、最寄りの「坂上線」のバス停までの距離は？（１つに○） 

○「おおよそ徒歩で５分以内」が36.5％で最も多く、次いで「おおよそ徒歩で 10分以内」が21.2％

となっており、利用者の約 77％は徒歩で10分以内の居住者となっている。 

 
図 自宅から最寄りバス停までの距離＜坂上線バス＞ 

 

⑥今後の坂上線バスの利用意向 

質問２⑥今後も、「坂上線」を利用しますか。（１つに○） 

○「つづけて利用する」が 94.2％で最も多く、9割以上が今後も利用の意向を示している。 

  
図 今後の坂上線バスの利用意向 

  

おおよそ

徒歩で

３分以内
19.2%

おおよそ

徒歩で

５分以内
36.5%

おおよそ

徒歩で

10分以内
21.2%

おおよそ

徒歩で

20分以内
9.6%

おおよそ徒歩で

30分以内

1.9%

徒歩だと30分を超える

11.5%

不明・無回答
0.0%

N=52

つづけて

利用する
94.2%

たぶん利用が減る

3.8%

たぶん利用しなくなる

1.9%
不明・無回答

0.0%

N=52

※「利用が減る」は 

３人。 

理由は学校の卒

業が２人、病気

の完治（通院が

不要に）が１人。 
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質問３ 坂上線バスの満足度などについて 

①坂上線バスの満足度 

質問３①「坂上線」の満足度について教えてください。（１つに○） 

○坂上線バスの満足度は、『満足』（「非常に満足」と「満足」の合計）割合は90.4％となっており、『不満』

（「不満」と「非常に不満」の合計）と回答した人はいない。 

○平成30年調査と比較すると、『満足』が15.7 ポイント増加している。 

 
図 坂上線バスの総合的な満足度 

 

 
図 坂上線バスの満足度［経年比較］ 

 

②坂上線バスへの不満や要望 

質問３②「坂上線」を不満に思う内容やご要望などがあれば、具体的にご記入ください。 

○回答のあった25名のうち12名から増便を希望する意見があげられた。 

 

［要望や意見（複数回答）］ 

○増便の要望 12件 （うち土日祝日：５件、夕方：３件） 

○不満なし、存続を希望 ７件 

○その他 ８件 （電車との乗継が良くない、料金が高い・割引要望 など） 

  

非常に満足
32.7%

満足
57.7%

どちらとも

いえない
9.6%不満

0.0%

非常に不満
0.0%

不明・無回答
0.0%

N=52

満足
90.4%

不満
0.0%

32.7

16.0

57.7

58.7

9.6

18.7

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 (N= 52)

平成30(2018)年調査

(N= 75)

非常に満足 満足 どちらともいえない 不満 非常に不満 不明・無回答

経
年
比
較

満足 不満

90.4% 0.0%

74.7% 4.0%
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４ アンケート調査結果 ＜こいこいバス＞ 

 

質問１ 回答者（こいこいバス利用者）の属性 

①性別・年齢 ＜こいこいバス＞ 

○性別は、「女性」が77.1％、「男性」が22.0％となっており、圧倒的に女性の割合が高い。 

○年齢は、「80歳以上」が34.3％で最も多く、以下「70歳代」（22.4％）、「60歳代」（13.1％）と

続いており、60歳以上をまとめると約70％、また 70歳以上では約57％を占めている。 

○50歳代以下の利用者も一定数おり、幅広い年齢層で利用されている。 

○年齢別の性別をみると、30歳代をのぞく年代で女性の割合の方が高い。30 歳代は同率。 

 
図 性別＜こいこいバス＞ 図 年齢＜こいこいバス＞ 

 

 
図 性別（年齢別）＜こいこいバス＞  

男性
22.0%

女性
77.1%

不明・無回答
0.8%

N=245

19歳以下
3.7% 20歳代

5.7%

30歳代
2.4%

40歳代
7.8%

50歳代
9.0%

60歳代
13.1%

70歳代
22.4%

80歳以上
34.3%

不明・無回答
1.6%

N=245

33.3

7.1

50.0

47.4

27.3

15.6

18.2

20.2

66.7

92.9

50.0

52.6

72.7

84.4

81.8

78.6 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 (N= 9)

20歳代 (N= 14)

30歳代 (N= 6)

40歳代 (N= 19)

50歳代 (N= 22)

60歳代 (N= 32)

70歳代 (N= 55)

80歳以上 (N= 84)

男性 女性 不明・無回答 注）0.0％の割合表記は，

省略している
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②世帯構成・職業 ＜こいこいバス＞ 

○世帯構成は、「二世代」が31.0％で最も多く、以下「ひとり暮らし」（29.4％）、「夫婦のみ」（28.6％）

と続いている。 

○職業は、「無職」が48.2％で最も多く、以下「アルバイト・パート」（18.8％）、「会社員・公務員」

（13.5％）と続いている。 

  
図 世帯構成＜こいこいバス＞ 図 職業＜こいこいバス＞ 

 

 

③居住地域  ＜こいこいバス＞ 

○居住地域は、大竹市に住む方が約８割を占めている。市内の地域別では「小方地域」が36.7％で最も

多く、以下「玖波地域」（16.3％）、「大竹地域（西）」（15.5％）の順となっている。 

○市内居住者の内訳では、「玖波」が19.3％で最も多く、以下「小方」（11.7％）、「立戸」（8.6％）と

続く。また、運行ルート沿線地区（運行ルートの両側 200ｍ幅の中に区域の一部が含まれる地区）の

居住者が、市内居住者の76.1％を占めている。 

 

  

図 居住地＜こいこいバス＞  

ひとり暮らし
29.4%

夫婦のみ
28.6%

二世代

（親と子）
31.0%

三世代

（親と子と孫）
5.3%

その他
4.1%

不明・無回答
1.6%

N=245

会社員・

公務員
13.5%

自営業・自由業
2.4%

専業主婦

・主夫
9.4% 小学生, 1.2%

中学生, 0.4%

高校生, 3.3%

大学生・専門学校生
0.8%

アルバイト・

パート
18.8%

無職
48.2%

その他
0.8%

不明・無回答
1.2%

N=245

大竹地域

(西)
15.5%

大竹地域(東)
6.1%

小方地域
36.7%

玖波地域
16.3%

小瀬川沿岸

地域
0.4%

栗谷地域
0.0%

大竹市内

（地域不明）
5.3%

大竹

市外
16.3%

不明・無回答
3.3%

N=245

市内
80.4%

※阿多田島は小方地域に含む 
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表 居住地（詳細）＜こいこいバス＞ 

 
 

  
図 市内の居住地（運行ルート別）＜こいこいバス＞ 図 市内の居住地（地区別）  

  

地域名 件数 地区 地域区分 件数 地区 地域区分 件数 地区 地域区分 件数

大竹市（不明含む） 197 玖波 玖波地域 38 新町 大竹地域(西) 7 晴海 小方地域 1

市 岩国市（山口県） 15 小方 小方地域 23 西栄 大竹地域(東) 7 東栄 大竹地域(東) 1

外 広島市 7 立戸 小方地域 17 南栄 大竹地域(東) 5 玖波町 玖波地域 1

廿日市市 7 御園 小方地域 16 港町 小方地域 3 松ケ原町 玖波地域 1

和木町（山口県） 3 黒川 小方地域 13 白石 大竹地域(西) 3 木野
小瀬川沿岸

地域
1

東京都 2 湯舟町 小方地域 13 北栄 大竹地域(東) 2 市内（地域不明） 13

柳井市（山口県） 1 本町 大竹地域(西) 12 御園台 小方地域 2

下松市（山口県） 1 油見 大竹地域(西) 8 阿多田 小方地域 2

市外（不明） 4 元町 大竹地域(西) 8 運行ルート沿線地区 150

無回答 8 その他地区（不明含む） 47

合　計 245 運行ルート沿線地区 合　計 197

運行ルート

沿線地区
76.1%

その他地区

（不明含む）

23.9%

N=197

玖波
19.3%

小方
11.7%

立戸
8.6%

御園
8.1%

黒川
6.6%

湯舟町
6.6%本町

6.1%

油見
4.1%

元町
4.1%

新町
3.6%

西栄
3.6%

南栄
2.5% その他市内

（不明含む）
15.2%

N=197
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④運転免許の保有状況  ＜こいこいバス＞ 

○運転免許は、「持っていない」が44.9％で最も多く、「返納した」（24.1％）と合わせると69％が運

転免許を保有していない。 

○『運転免許あり』の割合を性別にみると、男性では 50％であるのに対し、女性は約23％である。 

○市内の居住地域別にみると、大竹地域(東)では約 87％、大竹地域(西)と玖波地域では 75％以上が運

転免許を保有していない。 

 
図 運転免許の保有状況＜こいこいバス＞ 

 
図 運転免許の保有状況（性別）＜こいこいバス＞ 

 
図 運転免許の保有状況（居住地域別 ＊N=15 以上の市内地域のみ）＜こいこいバス＞  

27.8

3.7

2.9

44.9

24.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許

二輪免許

原付免許

持っていない

返納した

不明・無回答 N=245

（複数回答）

免許あり
29.4%

免許なし
69.0%

21.7

0.5

2.1

53.4

22.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 (N= 189)

免許あり

23.3％

免許なし

75.7％

（複数回答）

48.1

14.8

5.6

16.7

31.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車運転免許

二輪免許

原付免許

持っていない

返納した

不明・無回答

男性 (N= 54)

免許あり

50.0％

免許なし

48.1％

22.5

0.0

0.0

52.5

22.5

2.5

0% 50% 100%

玖波地域 (N= 40)

免許あり

22.5％

免許なし

75.0％

（複数回答）

26.7

6.7

4.4

42.2

28.9

1.1

0% 50% 100%

小方地域 (N= 90)

免許あり

27.8％

免許なし

71.1％

6.7

6.7

0.0

53.3

33.3

6.7

0% 50% 100%

大竹地域(東) (N= 15)

免許あり

6.7％

免許なし

86.7％

23.7

0.0

0.0

55.3

21.1

0.0

0% 50% 100%

自動車運転免許

二輪免許

原付免許

持っていない

返納した

不明・無回答

大竹地域(西) (N= 38)

免許あり

23.7％

免許なし

76.3％

N=15以上の

市内地域のみ表示
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⑤自家用車の保有状況  ＜こいこいバス＞ 

○自動車の保有状況は、「自家用車はない」が55.9%で最も多く、過半数を占めている。 

○市内の居住地域別にみると、大竹地域(東)では約 73％、大竹地域(西)と玖波地域では60％以上が「自

家用車はない」と回答している。 

 

 
図 自家用車の保有状況＜こいこいバス＞ 

 

 

 
図 自家用車の保有状況（居住地域別 ＊N=15 以上の市内地域のみ）＜こいこいバス＞ 

  

8.6

33.1

55.9

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

主に自分が使う自家用車がある

主に家族が使う自家用車がある

自家用車はない

不明・無回答 N=245

（複数回答）

自家用あり
40.0%

0.0

32.5

62.5

5.0

0% 50% 100%

玖波地域 (N= 40)

車あり

37.5％

（複数回答）

13.3

33.3

51.1

4.4

0% 50% 100%

小方地域 (N= 90)

車あり

48.9％

6.7

20.0

73.3

6.7

0% 50% 100%

大竹地域(東) (N= 15)

車あり

26.7％

2.6

28.9

65.8

2.6

0% 50% 100%

主に自分が使う

自家用車がある

主に家族が使う

自家用車がある

自家用車はない

不明・無回答

大竹地域(西) (N= 38)

車あり

34.2％

N=15以上の

市内地域のみ表示
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⑥交通系 IC カードの保有状況 ＜こいこいバス＞ 

○交通系 IC カードの保有状況は、「ICOCA」が44.9%で最も多くなっている。 

○年齢別にみると、「ICOCA」を保有している割合は 50歳代以下では74.3％であるのに対し、70歳

代では約44％、80歳以上では約18％と、年代が高いほど保有している人が少なくなっている。 

 

 
図 交通系 IC カードの保有状況＜こいこいバス＞ 

 

 

 
図 交通系 IC カードの保有状況（年齢別）＜こいこいバス＞ 

  

44.9

2.9

25.3

31.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ＩＣＯＣＡ（スマホアプリを含む）

モビリーデイズ（スマホアプリを含む）

その他

不明・無回答 N=245

（複数回答）

17.9

3.6

29.8

48.8

0% 50% 100%

80歳以上 (N= 84)

（複数回答）

43.6

0.0

25.5

32.7

0% 50% 100%

70歳代 (N= 55)

56.3

3.1

21.9

28.1

0% 50% 100%

60歳代 (N= 32)

74.3

4.3

18.6

12.9

0% 50% 100%

ＩＣＯＣＡ

モビリーデイズ

その他

不明・無回答

50歳代以下 (N= 70)

（スマホアプリを含む）

（スマホアプリを含む）

上記以外の交通系 IC（約 7％） 

保有なし（約 10％） 
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質問２ 普段のこいこいバスの利用について 

①こいこいバスの利用頻度 

質問２①「こいこいバス」をどの程度利用しますか。（１つに○） 

○「週に１～２日」が 26.5％で最も多く、次いで「週に３～４日」が 25.3％となっており、『週１日

以上』（「概ね毎日」～「週に１～２日」の合計）利用している人が約63％を占めている。 

○平成30年調査と比べると、『週１日以上』の割合が5.7 ポイント減少している。 

 
図 こいこいバスの利用頻度 

 

  
図 こいこいバスの利用頻度［経年比較］ 

  

概ね毎日
11.0%

週３～４日
25.3%

週１～２日
26.5%

月２～３日
20.4%

月に１日程度
5.7%

年に数日程度
7.3%

その他, 1.6%

不明・無回答, 2.0%

N=245

週１日

以上
62.9%

11.0

10.9

25.3

25.1

26.5

32.7

20.4

17.2

5.7

3.0

7.3

5.0

1.6

1.7

2.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 (N= 245)

平成30(2018)年調査

(N= 303)

概ね毎日 週３～４日 週１～２日 月２～３日 月に１日程度

年に数日程度 その他 不明・無回答

経
年
比
較

週1日
以上

62.9%

68.6%
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②こいこいバスの主な利用目的 

質問２②「こいこいバス」を利用するときの主な目的は何ですか。（２つまでに○） 

○「買い物」が60.8％で最も多く、以下「通院・看護」（41.6％）、「通勤」（23.7%）と続いている。 

○利用目的別の利用頻度をみると、「通勤」では週３～４日が約41％、概ね毎日が31％となっており、

利用頻度が高い。一方、「買い物」、「通院・看護」、「趣味・娯楽」、「市役所・図書館・公民館等の利用」

では週１～２日の割合が最も多い。 

 
図 こいこいバスの主な利用目的 

 

 
図 こいこいバスの主な利用目的の利用頻度（＊N=20 以上の利用目的のみ） 

  

60.8

41.6

23.7

2.0

3.3

8.2

2.9

8.6

1.6

2.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

買い物

通院・看護

通勤

通学

業務・出張

趣味・娯楽

飲食

市役所・図書館・公民館等の利用

金融機関の利用

その他

不明・無回答 N=245

（２つ以内で複数回答）

9.4

6.9

31.0

10.0

25.5

19.6

41.4

15.0

9.5

31.5

32.4

12.1

40.0

38.1

21.5

23.5

13.8

25.0

28.6

5.4

6.9

1.7

14.3

4.7

5.9

5.0

9.5

2.0

5.0

2.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物 (N= 149)

通院・看護 (N= 102)

通勤 (N= 58)

趣味・娯楽 (N= 20)

市役所・図書館等の利用

(N= 21)

概ね毎日 週３～４日 週１～２日 月２～３日 月に１日程度

年に数日程度 その他 不明・無回答 注）0.0％の割合表記は，省略している

N=20以上の利用目的

のみ表示

週1日
以上

66.4%

58.8%

84.5%

65.0%

47.6%
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③こいこいバスを利用してよく訪れる目的地（複数回答） 

質問２③「こいこいバス」を利用して、訪れる目的地（行き先）はどこですか。（１箇所だけ） 

※鉄道に乗り継いで目的地へ行く方は、「大竹駅」、「玖波駅」のいずれかをお書きください。 

○目的地は「ゆめタウン大竹」が最も多く、約48％を占めている。次いで、「広島西医療センター」が

多い。 

 
図 こいこいバスを利用してよく訪れる目的地 

  

ゆめタウン大竹 107件

広島西医療センター 24件

大竹駅 20件

玖波駅 18件

大竹市役所 10件

医療施設（名称不明） 10件

職場（名称不明） 6件

駅（名称不明） 3件

玖波（地名） 3件

これなが歯科 2件

大竹市総合体育館 2件

下瀬美術館 2件

晴海（地名） 2件

その他市内 17件

市外 4件

47.6

10.7

8.9

8.0

4.4

4.4

2.7

1.3

1.3

0.9

0.9

0.9

0.9

7.6

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=225

（複数回答）

コメリ、西広島病院、大竹市総合市民会館、飛石港、

図書館、晴海テニスコート、おがたピア、ゆうあい

ホーム、大竹給食センター、ダイヤリックス、三菱ケ

ミカル広島事業所、知人宅、スペイン通り、詩吟教

室、南栄（地名） ※各１件

市内（具体名・地名不明）２件

広島大学病院、広島市、廿日市市、岩国市
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④こいこいバスで利用の多いバス停 

質問２④どこの「バス停」から、どこの「バス停」までの利用が多いですか。（記述回答） 

○自宅に近いバス停は、「大竹駅」が25.3％で最も多く、次いで「玖波駅」（19.6％）となっている。

行き先に近いバス停は「ゆめタウン」が約6割を占めている。 

○利用が多い区間は、「大竹駅→ゆめタウン」、「玖波駅→ゆめタウン」である。 

  
図 こいこいバスで利用の多いバス停 

 

表 主な利用区間（5件以上） 

自宅に近いバス停  行き先に近いバス停 回答件数 

大竹駅 → ゆめタウン 41 件 

玖波駅 → ゆめタウン 37 件 

湯舟団地入口 → ゆめタウン 15 件 

大竹駅 → 広島西医療センター 14 件 

御園大橋 → ゆめタウン 9 件 

広島西医療センター → ゆめタウン 8 件 

御園大橋 → 大竹駅 5 件 

御園大橋 → 玖波駅 5 件 

  

大竹駅

みどり橋

総合市民会館

休日診療所前

立戸２丁目

立戸３丁目

御園大橋

飛石港

小方港

市役所

ゆめタウン

おがたピア

黒川会館

黒川２丁目

湯舟団地入口

なかはま保育所

広島西医療センター

恵川橋

玖波駅

（市外）

不明・無回答

25.3

1.6

2.4

0.4

2.9

2.4

9.8

0.0

1.2

2.9

2.9

2.0

1.2

1.2

7.3

1.6

4.5

0.0

19.6

0.4

10.2

0%10%20%30%40%50%60%

N=245

［自宅に近いバス停］

8.2

0.0

0.8

0.0

0.4

0.8

0.8

0.4

0.4

2.4

59.2

0.4

0.4

0.0

0.0

0.4

7.8

0.0

6.1

0.0

11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

N=245

［行き先に近いバス停］
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⑤今後のこいこいバスの利用意向 

質問２⑤今後も、「こいこいバス」を利用しますか。（１つに○） 

○「つづけて利用する」が 93.9％で最も多く、9割以上が今後も利用の意向を示している。 

  
図 今後のこいこいバスの利用意向 

 

 

質問３ こいこいバスの満足度や要望について 

①こいこいバスの満足度 

質問３①「こいこいバス」の満足度について教えてください。 

（各項目で、あてはまるものそれぞれ１つに○） 

○総合的な満足度は、『満足』（「非常に満足」と「満足」の合計）割合は約64％となっており、『不満』（「不

満」と「非常に不満」の合計）の割合を大きく上回っている。 

○平成 30 年調査と比較すると、『満足』が 5.7 ポイント増加し、『不満』が 4.2 ポイント減少してい

る。 

○項目にみると、『満足』の割合が最も高いのは「乗務員の対応」で72.7%、次いで「到着時間の正確

さ」が 66.9％となっている。一方、『不満』の割合が最も高いのは「運行便数」で 24.5％となって

いる。 

つづけて

利用する
93.9%

たぶん利用が減る
3.7%

たぶん利用しなくなる
2.0%

不明・無回答
0.4%

N=245

※「利用が減る、しな

くなる」は４人。 

理由は年齢や身体

的な理由が２人、

卒業など環境変化

の理由が２人。 
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図 こいこいバスの総合的な満足度 

 

 
図 こいこいバスの総合的な満足度［経年比較］ 

  
図 こいこいバスの満足度［項目別］  

非常に

満足
10.2%

満足
53.9%

どちらとも

いえない
24.5%

不満
3.7%

非常に不満
0.4%

不明・

無回答
7.3%

N=245

満足
64.1%

不満
4.1%

10.2

6.6

53.9

51.8

24.5

25.1

3.7

6.9

0.4

1.3

7.3

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 (N= 245)

平成30(2018)年調査

(N= 303)

非常に満足 満足 どちらともいえない 不満 非常に不満 不明・無回答

経
年
比
較

満足 不満

64.1% 4.1%

58.4% 8.3%

17.1

4.5

6.1

8.2

11.4

13.1

8.6

9.8

16.3

46.1

34.7

39.6

46.5

51.8

53.9

46.9

50.6

56.3

19.6

27.8

24.9

27.3

18.4

15.1

32.7

24.1

17.6

9.0

20.8

15.9

6.9

6.5

7.3

2.9

4.5

2.9

2.0

3.7

2.0

3.3

1.6

2.4

0.4

0.8

1.2

6.1

8.6

11.4

7.8

10.2

8.2

8.6

10.2

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運賃

運行便数

運行時間帯

運行ルート

バス停の場所

到着時間の正確さ

車内の混み具合

時刻表等の情報提供

乗務員の対応

非常に満足 満足 どちらともいえない 不満 非常に不満 不明・無回答

N=245
満足 不満

63.3% 11.0%

39.2% 24.5%

45.7% 18.0%

54.7% 10.2%

63.3% 8.2%

66.9% 9.8%

55.5% 3.3%

60.4% 5.3%

72.7% 4.1%
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②こいこいバスの停留所の追加要望 

質問３②「こいこいバス」の「停留所」を追加してほしい場所はありますか。 

○「停留所」を追加してほしい場所が「ある」は 18.0％となっている。 

○追加してほしい具体的な場所は下表のとおり。 

 
図 こいこいバスの「停留所」の追加要望 

 

表 こいこいバスの「停留所」を追加してほしい場所（自由記述） 

居住地域 「停留所」を追加してほしい場所 居住地域 「停留所」を追加してほしい場所 

大竹 大竹駅→元町方面 小方地域 御園６号アパート 

地域(西) 大竹支所  御園台、小方ヶ丘 

 白石  御園ハイランド、御園台 

 白石地区  三ツ石方面 

 白石方面  湯舟団地公園 

 本町、新町  ゆめタウンの裏 

 元町～本町  
玖波駅方面行き ゆめタウンとおがた

ピアの間 

 大和橋から上って中津原方面に通して 玖波地域 青木線（中学校の下） 

 ゆめタウン裏側  玖波８丁目 

 下瀬美術館  玖波８丁目まで運行してほしい 

大竹 

地域(東) 
三ツ石  

玖波保育所、大歳神社前、玖波駅裏に

止めて 

小方地域 
”おがたピア”の大竹駅方面の乗降場

をおがたピア側に 
 

美術館に行く方が休日のシャトルバス

を利用できないときの対応を 

 小方１丁目  しまむら側裏側 

 小方ヶ丘  八丁目 

 亀居城付近 市内 アゼリア 

 下りの小方ピアをもっと手前に (地域不明) 小方が丘 

 車が通れる坂道は入って  西栄側の運行があればいい 

 セリア、ゆめマート 大竹市外 小方ヶ丘 

 団地の中  玖波７丁目団地 

 西マート、大竹小学校  国道２号線のみどり橋 

   御園台の団地の中にひとつ 

 

  

特にない
72.2%

ある
18.0%

不明・

無回答
9.8%

N=245
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③こいこいバスへの要望 

質問３③「こいこいバス」に欲しい機能・設備、不満に思う内容、ご要望等をご記入ください。 

○102名からのべ133件の意見があげられた。 

○増便への要望が最も多く、その他、ルート（新設、延伸）への要望、料金が高い、感謝・現状で満足

などの意見も多かった。 

 

 

 
 

図 こいこいバスへの要望等（自由記述） 

 

  

24 

10 

9 

9 

7 

7 

7 

7 

6 

5 

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

増便してほしい

ルート（新設、延伸）を増やしてほしい

料金（定期含む）が高い

感謝、現状で満足

交通系IC決済の導入

始発バス停ではもっと早く乗車したい

電車との乗継が悪い

白バスは乗りにくい

定時運行されない

運転手が親切で良い N=102

（段差があり乗降が難しい、降車ボタンがない）

（のべ件数５件以上の意見）

のべ件数 その他の意見内容　（のべ件数４件以下）

4件 ・手押し車や荷物等の置き場所がほしい ・最終便を遅くしてほしい

3件 ・安全運転をしてほしい ・バス停を増やしてほしい

・運転手の対応が良くない（冷たい、運転中に携帯電話使用）

2件 ・免許返納者・高齢者に料金割引がほしい ・両替機を早く修理してほしい

・バス停環境の改善（屋根） ・快速便を導入してほしい

1件 ・自動音声案内の導入 ・狭い道路を通るルートは危険

・回数券並みの割引ありの交通系IC決済 ・乗り心地が良くない

・座席を広くしてほしい ・車内がたばこ臭い

・定期券・回数券を市役所・支所で販売してほしい ・空調管理が良くない

・運行状況（現在地表示）がわかるシステムがほしい ・一時停止が多すぎる

・停留所の位置を変更してほしい ・市役所停留所付近で回るのが気持ち悪い

・始発便を早くしてほしい ・料金が安価で良い

・ゆめタウンで発行されるバス券の使用ルール決め（不正利用あり） ・アンケートをとっても何も改善されない

・アンケート配布者への不満
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（参考）調査票＜大竹・栗谷線バス＞ 
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（参考）調査票＜坂上線バス＞ 
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（参考）調査票＜こいこいバス＞ 
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